
家族みんなで参加してく
れて、助かっています。
地域活動を進めるうえ
で心強い存在です。

子ども同士の交流をきっ
かけに、保護者同士もつ
ながり、日常生活の中で
多文化交流の機会が生
まれました。

学校からのお知らせや行
事のことを把握できるよ
うになり、子どもが安心
　　して学校に通えるよ
　　うになりました。

から広げよう、多文化共生の輪
Living Together in Kikugawa

交流

■市内の通訳さんが教えてくれた！多文化交流エピソード

日本人Ａさん
現場からの声

市内のブラジル人コミュニティを
支援する通訳者からのコメント

scene１ 地域清掃

scene２ 学校生活での保護者交流

外
国
人
住
民
と
と
も
に
暮
ら
す

　菊
川
市
に
は
多
く
の
外
国
人
住
民
が
暮

ら
し
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
県
内
で
も
２

番
目
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
外
国
人
住
民

は
地
域
社
会
を
支
え
る
大
切
な
担
い
手
で

あ
り
、と
も
に
暮
ら
す
地
域
の
一
員
で
す
。

清掃活動や防災訓練、学校行事
など身近な場をきっかけに、日
本人住民と外国人住民のつなが
りが自然に深まっていると感じ
ています。お互いの文化や背景
を理解し合いながら関わること
で、交流の輪が
広がっていくと
いいですね。

と
も
に
住
み
や
す
い
ま
ち
へ

　近
年
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
外
国
人
に

関
す
る
不
確
か
な
情
報
が
広
が
り
、
多
文

化
共
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
誤
解
が
生

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
誤
解

を
解
消
し
、
互
い
に
理
解
を
深
め
て
い
く

た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

積
み
重
ね
が
、
災
害
時
な
ど
の
有
事
の
際

に
も
助
け
合
え
る
関
係
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
で
進
め
る
多
文
化
共
生

　関
係
づ
く
り
の
一
歩
は
、
身
近
な
地
域

で
の
交
流
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
下
記
の
多

文
化
交
流
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
よ
う
に
、
地
域

で
の
交
流
は
日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

広
が
り
、
お
互
い
を
支
え
合
う
関
係
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
交
流

を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
た
め
、
市
や
活
動

団
体
で
は
、
日
本
語
を
学
ぶ
場
や
交
流
イ

ベ
ン
ト
な
ど
地
域
交
流
の
き
っ
か
け
と
な

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　次
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
取
り
組
み
の
一

つ
で
あ
る「
は
じ
め
て
の
日
本
語
ひ
ろ
ば
」

を
紹
介
し
ま
す
。

ブラジル人Bさん

日本人Cさん ブラジル人Dさん

市内では、さまざまな国や文化を持つ人たちがともに暮らしています。お互いを知り、
理解を深めるためには日頃の挨拶や地域での交流が大切です。誰もが安心して
暮らせる社会にするため、身近な交流からつながりの輪を広げてみませんか？

参加を機に会話が増え、
地域の一員として受け入
れられているように感じ
　　ています。

地域支援課市民協働係（プラザきくる内☎35-0925）問い合わせ 

ブラジル
48.3%
（1,916人）

ベトナム
9.6%（380人）

菊川市データ
外国人住民数

外国人比率
県内２位！

総人口に対する割合

3,969人

8.50%

※１月末現在

フィリピン
25.3%
（1,004人）

近年
東南アジア
出身者増加中市内で

12人に１人
市内で

12人に１人

34カ国
国　籍

本紙ｐ19で多文化共生と向き合う人を紹介しています

「はじめての日本語ひろば」 とは

体験や生活に役立つ内容を取り入れた教室の様子

日本語を話すことに対して不安を抱く外国人向けに、初級の日本語を学ぶ場として市が毎年開催
している教室です。教室では、日本語ボランティアと外国人住民がペアになって、回ごとにさま
ざまなテーマで会話をしながら日常生活で使う日本語を学んでいます。今年度は８月から12月に
かけて全12回開催し、ブラジルやフィリピンなどさまざまな国籍の外国人住民が参加しました。

あかっちクリニックの医師を講師に招き
開催。参加者は、病院に行くまでの流れや
診療を受ける時のやりとりを日本語ボラ
ンティアと一緒に練習しました。

日本語で会話をすること
で、日本人との距離が縮
むことを実感しました。

▲今年度開催した「はじめての日本語ひろば」の様子

テーマ：病院

市民団体「たねあかり」のメンバーを講師
に招き、日本語ボランティアと協力して竹
灯籠づくりに挑戦。作品は、後日開催され
た地域イベントで展示されました。

市内の小中学校に通う外国籍の子どもたちの学習支援を25年に
わたり続けてきた飯田真理さんを紹介しています。教育現場か
ら多文化に向き合ってきた飯田さんの思いをぜひご覧ください。

テーマ：竹灯籠づくり

e-mail：tunagarukikucafe@gmail.com

日　時 ３月28日(土)午後２時～４時
会　場 プラザきくる１階　和室
参加費 500円
定　員 20人※先着順
申・問 菊Café事務局  星野

お知らせ

外国人住民の参加者

お互いの国の文化を知り、
理解を深め合うことに楽
しさを感じました。

日本語ボランティアの参加者

参加者の声

多文化共生サポーターは、通訳・翻訳
などを通じて多文化共生社会の推進
を目的に活動するボランティアです。
サポーターに登録してくれた人と必要
とする団体を市がマッチングします。
制度の内容や、登録方法な
どの詳細は市ホームページ
(右記)をご覧ください。

「地域でできる国際交流」をモットー
に、国際交流を推進しています。日本
語教室や交流イベント、中学生等海外
派遣事業などの活動を行っています。
会員登録に国籍は問いません。楽しみ
ながら異文化交流をしませ
んか。詳細は市ホームぺー
ジ(右記)をご覧ください。

募 集 中

多文化共生サポーター
文化の相互理解や共生意識の醸成を
めざして、文化や生活課題をテーマ
とした市民参加型の体験＆交流講座
を開催しています。

開催告知

つながる菊Caféプロジェクト

開催のお知らせ
誰でも楽しめる「春のお茶会」

お茶の作法や点て方を学びます。

菊川市国際交流協会

■教える・学ぶをこえてつながる  ～はじめての日本語ひろば～

■多文化を知って・関わってみませんか？ 

2 0 2 6  227


